
　
「
今
思
え
ば
、
物
忘
れ
が
ひ
ど

く
な
っ
た
り
、
日
常
会
話
に
す
れ

違
い
が
生
じ
た
り
し
た
こ
と
が
始

ま
り
で
し
た
ね
」。
そ
う
振
り
返

る
の
は
、
認
知
症
で
96
歳
の
父
を

持
つ
小
川
毅
一
郎
さ
ん
（
吉
田
）

で
す
。「
し
ば
ら
く
し
て
夜
に
近

所
を
徘は

い

徊か
い

す
る
よ
う
に
な
り
、
地

域
の
人
に
も
心
配
を
掛
け
、
ト
ラ

ブ
ル
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
」
と
当
時
の
苦
労
を
続
け
て
打

ち
明
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
小
川
さ
ん
は
認

知
症
に
つ
い
て
知
る
た
め
、〈
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
〉（
＝

次
ペ
ー
ジ
で
紹
介
）
を
受
講
し
ま

し
た
。「
認
知
症
の
人
と
接
す
る

と
き
は
相
手
の
自
尊
心
を
傷
つ
け

な
い
よ
う
、
そ
の
人
の
言
葉
を
肯

定
し
て
あ
げ
、
受
け
入
れ
る
こ
と
。

ま
た
〝
病
気
だ
か
ら
〞
と
一
言
で

片
付
け
る
の
で
は
な
く
、
本
人
の

問
題
と
し
て
考
え
て
あ
げ
る
こ
と

が
大
切
だ
と
学
び
ま
し
た
。
そ
こ

で
こ
れ
か
ら
は
、
認
知
症
に
対
す

る
正
し
い
接
し
方
を
知
る
こ
と
が

よ
り
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
、

私
の
会
社
の
社
員
に
も
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
講
座
の
内
容
は
ぜ
ひ

「
相
手
の
言
葉
を
肯
定
し
、

受
け
入
れ
る
こ
と
が
大
切
」

「「「「「受受受受受受

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
ね
」
と
認
知
症
の
理
解
へ
の

重
要
性
を
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
「
も
し
自
分
の
家
族
が
認
知
症

に
な
っ
た
ら
…
」
と
考
え
る
こ
と

で
、
自
然
と
認
知
症
の
あ
る
人
や

そ
の
家
族
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

今
月
号
で
は
、
認
知
症
を
正
し

く
理
解
す
る
取
り
組
み
や
支
援
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

今
年
７
月
に
厚
生
労
働
省
が
発

表
し
た
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
日
本

人
の
平
均
寿
命
は
過
去
最
高
（
女

性
87
・
14
歳
、
男
性
80
・
98
歳
）

と
な
り
、
世
界
で
第
２
位
の
長
寿

国
に
な
り
ま
し
た
。

高
齢
者
の
５
人
に
１
人
が

認
知
症
？

　今、日本は、65歳以上の人の割合（高齢化率）が27％を超え　今、日本は、65歳以上の人の割合（高齢化率）が27％を超え
る「超高齢社会」を迎えており、本市の高齢化率もすでに30％る「超高齢社会」を迎えており、本市の高齢化率もすでに30％
を超えています。そのような中、「近い将来、高齢者の５人にを超えています。そのような中、「近い将来、高齢者の５人に
１人がなる」と言われる“認知症”。この機会に、認知症を“自１人がなる」と言われる“認知症”。この機会に、認知症を“自
分ごと”と捉え、考えてみませんか。分ごと”と捉え、考えてみませんか。

特集 認知症

守りたい この笑顔
あなたの周りには私たちがいる

毎月第３金曜日にふれあいセン
ターで開かれる「オレンジカフェ」。
和やかな雰囲気の中、参加者の皆
さんの笑い声が響きます。

「認知症は受け「認知症は受け
入れてあげるこ入れてあげるこ
とが大切なんでとが大切なんで
す」と話す小川す」と話す小川
さんさん
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こ
う
し
た
中
、
本
市
の
65
歳
以

上
の
人
口
は
１
万
１
８
７
３
人

（
統
計
そ
う
さ
平
成
28
年
度
版
よ

り
）、高
齢
化
率
は
31
・
９
％
（
同
）

で
、「
超
高
齢
社
会
」
を
迎
え
て
い

ま
す
。
と
り
わ
け
28
年
度
に
介
護

保
険
の
認
定
審
査
を
受
け
た
２
３

０
３
人
の
う
ち
、〝
日
常
生
活
に

支
障
を
き
た
す
認
知
症
の
症
状
が

あ
る
人
〞
の
割
合
は
全
体
の
半
数

以
上
を
占
め
る
１
３
０
５
人
で
し

た
。

　

認
知
症
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原

因
で
脳
の
細
胞
が
壊
れ
、
細
胞
の

働
き
が
悪
く
な
る
た
め
に
起
こ
る

状
態
で
す
。
認
知
症
の
発
症
率
は

高
齢
に
な
る
ほ
ど
高
く
な
り
、「
近

い
将
来
、
高
齢
者
の
５
人
に
１
人

が
な
る
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
高
齢
者
が
笑
顔
で
安

心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
高
齢
者
支

援
課
内
）
を
中
心
に
、
認
知
症
に

つ
い
て
、
そ
の
症
状
な
ど
を
正
し

く
理
解
す
る
前
出
の
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
や
、
高
齢
者

が
行
方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
き
に
地
域
と
市
が
連
携
し
て
早

期
発
見
を
目
指
す
シ
ス
テ
ム
〈
高

齢
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〉
な

ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
認
知
症
に
関
わ
ら
ず

〝
高
齢
者
が
孤
立
し
な
い
地
域
づ

く
り
〞
を
進
め
る
た
め
、〈
匝
瑳
市

高
齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
〉
と
し
て
、
宅
配
業
者
な
ど

16
事
業
者
と
協
定
を
結
び
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
を
見
守
る
活
動

高
齢
者
に
対
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

認知症を支援する人たちのイメージカラー“オレンジ”。
オレンジの輪を広げる取り組みの一部を紹介します。広がる“オレ

支 援

ンジ”の 輪
■認知症サポーター養成講座
　（認知症ジュニアサポーター養成講座）
　各種団体の会合や市内小中学校において座学や寸
劇などを通じ、認知症の症状などについて正しく理
解してもらいます。講座は５人以上のグループで受
けることができます。受講時間は約60分です。

　世間話に花を咲かせる小田ミサ子さん（右）と伊藤百子
さん（中）はご近所同士。お互いに誘い合ってオレンジカ
フェに通っています。小田さんは「初めて会う人と話もで
きるし、体操や歌、踊りもあって楽しいんですよ。次回が
待ち遠しいんです」と笑顔で話してくれました。

■オレンジカフェ（認知症カフェ）
　オレンジカフェは、毎月第３金曜日（10時～
11時30分）に市民ふれあいセンターで開催され
ています。
　ここでは、認知症を理解するため、地域に住
む人、介護に携わる人、認知症のある本人やそ
の家族など、どなたもが気軽に集え、お茶を片
手に楽しくおしゃべりができます。

◆匝瑳市における高齢化率（総人口のうち65歳以上が占める割合）◆介護保険制度からみる認知症の人の割合

認知症の症状
のない人およ
び症状が軽度
の人 998人

日常生活に支障
をきたす認知症
の症状がある人

1,305人

介護保険の
認定審査を
受けた人数
2,303人

（平成28年度）
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「統計そうさ（平成28年度版）より作成」

25年間で約1.5倍に！

43.5% 56.5%

“サポーターの証”オレンジリング

八日市場第二中で行われた
「劇団オレンジ」による寸劇。
コミカルな演技に会場から笑
い声があふれる

おしゃべりだけでなく
ラジオ体操などの軽運
動も行い、身も心も
スッキリ

認知症サポーター養成講座の様子

　受講者には、サポー
ターのイメージカラー
“オレンジ”を配した腕輪
「オレンジリング」を配布
します。
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